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Ⅰ　はじめに
　平成29年告示中学校学習指導要領解説保健
体育編（文部科学省・2018）では、「豊かな
スポーツライフを実現する資質・能力を育成
することを重視する」としており、いつでも
どこでもだれとでも運動を楽しむことができ
る生徒の育成が求められている。しかし、指
導のしやすさを背景に男女別習や技能別で学
習を進めている授業は少なくない。また、教
師が技能の習得に重きを置いた課題を与える
ことで、生徒が主体的に学習に取り組めな
かったり、運動の特性に応じた学習ではなく
なってしまったりする場合さえ起こりうる。
つまり、教師が与える環境や課題によって、
生徒の学びを制限してしまう可能性がある。
　生徒が主体となり、その場にいる誰もが楽
しめるようにルール等を設定したり、いつで
も運動を楽しめるように動きを身に付けたり
する必要があると考えた。そこで、生徒が運
動をする中で、課題を発見し生徒自らがそれ
を解決していく授業づくりを行う。このよう
に、生徒が自らの学びをデザインすることで、
実感を伴った知識・技能を生成することにつ
ながり、豊かなスポーツライフを実現する資

質・能力を育成することができると考えた。

Ⅱ　研究の構想
１　単元について
　本実践の対象は、中学₃年生である。実践
した体つくり運動は、体を動かす楽しさや心
地よさを味わい、健康の保持増進を目指し、
目的に適した運動の計画を立て取り組むこと
について探究できる教材である。本単元にお
ける運動の計画とは、様々な視点から多様な
動きをつくり、対象や目的に応じて動きを改
善することとする。なお、動きは「捕る」に
限定し、共通の思考対象として「対象に合わ
せた多様な捕る動きをつくるために」という
課題を教師が設定する。生徒が主体となり、
他者と協働しながら動きの改善を繰り返し多
様な捕る動きをつくることで、多様な捕る動
きについての運動の計画を立てたり取り組ん
だりすることを楽しむ姿、つまり生徒自らで
学びをデザインする姿に期待したい。
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２　手立て
⑴ 単元構想

　単元全体を通して、運動と振り返りを繰り
返す授業構成とすることによって、生徒が自
ら学びをデザインできるようにする。
⑵ 小中合同授業
単元の後半は、小学₅年生を対象とし、目
的とその目的に応じた捕る動きを考えさせる。
その後、小学₅年生に対して、生徒が考えた
捕る動きに取り組んでもらい、ともに捕る動
きを楽しむ姿に期待したい。

Ⅲ　実践の報告
１　多様な捕る動きをつくる（第１時）
　初めに、生徒に一人一つお手玉を持たせ、
誰でもできそうな上に投げて捕る動きを実践
させた。また、拍手や₁回転、背面キャッチ
などの条件を変えた捕る動きに10種類程度取
り組ませた。足で捕る、ジャンプと回転の組
み合わせなど、新たな捕る動きに取り組んで
いる生徒がいれば全体に共有し、生徒の気付
きを大切にしながら捕る動きづくりに取り組
ませた。その後、一度学級全員を集め、「ど
のような捕る動きをしましたか」と問い掛け、
取り組んだ動きを振り返らせた。その際、発
表された意見を扱う物や条件などの捕る動き
をつくる視点が分かるように、教師が分類し
ながら板書した。捕る動きをつくる視点を参

考に、グループに分かれて多様な捕る動きに
取り組ませた。その際、事前に用意しておい
た様々な種類のボールやコーン、ネットなど
の物を提示し、どれでも使ってよいことを伝
えた【資料₁】。

【資料₁　多様な捕る動きを引き出すために用意した物】
　捕る動きをつくる視点を整理したり、様々
な物を用意したり、友達との関わりや全体で
の共有を行ったりすることで、全体の場で出
た意見を試す生徒、コーンを用いて捕ったり
ネットを介してネットの上や下から来るボー
ルを捕ったりするなどの捕る動きをする生徒
などが見られた【資料₂】。
【資料₂　コーンバーとコーンでボールを捕る動き】

　授業の最後に、取り組んだ動きを振り返ら
せ、Google フォームで回答させた。回答さ
れた意見は Google スプレッドシートで学級
全体に共有した【資料₃】。

【資料₃　第₁時で生徒がつくった捕る動き】

時数 活動内容

₁

・お手玉を上に投げて捕る動きの実践
・拍手や１回転など条件を変えた捕る動きの
実践

・多様な捕る動きの実践
・振り返り

₂
・多様な捕る動きの実践
　（対象に合わせた動きを意識）
・振り返り

₃
・多様な捕る動きの改善
　（設定した目的を意識）
・振り返り

₄
・多様な捕る動きの実践
　（小学生に合わせた動きを意識）
・振り返り

₅ ・小学生に実際に行ってもらう
・単元の活動を振り返る

お手玉、ラグビーボール、ハンドボール、バレーボー
ル、サッカーボール、フラフープ、ドッジボール、
スポンジボール、ソフトテニスボール、テニスボー
ル、フリスビー、バスケットボール、コーン、ミニ
コーン、コーンバー、バドミントンネット、マット
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２　課題発見・解決策をつくる（第２・３時）
　前時に出された Google フォームの回答か
らフラフープやフリスビーなどを用いること
や、フラフープの中を通したりネットをく
ぐったりしながら捕るなどの動きを紹介し、
新たな捕る動きをつくる上での参考にさせた。
そして、「前時で考えた動きを参考に、自分
で対象と目的を設定し、動きを考えよう」と
伝えた。対象や目的を考える際は、近くの生
徒と相談しながら考える姿が見られた。対象
としては、幼稚園児やお年寄り、片手が不自
由な人などがあった。目的としては、楽しみ
ながら捕る動きを身に付けることや頭を使い
ながら体を動かすこと、普段動かさない部分
も使いながら体を動かすことなどがあった。
これらの対象や目的に合わせて、「投げた
ボールを複数人で競いながら捕る」「コーン
バーにコーンをはめて捕る」などの動きを考
えた。対象や目的に合う捕る動きを考える際
も、近くの生徒と相談したり、スケートボー
ドなど用意された物以外の物を用いたりと、
意欲的に捕る動きをつくる姿が見られた。
　生徒は自分自身で動きを試したり、グルー
プの友達に行わせて意見をもらったりする中
で、「一人が複数のボールを同時に投げると
投げる範囲が狭まるため捕る動きが小さくな
る」「バーと手との間が長すぎて捕ることが
難しい」などの課題をもった。生徒は、グルー
プの生徒にアドバイスしたり、アドバイスを
受けて動きを改善したりしていた。学習プリ
ントの記述には、「連続でいろんな場所に投
げられたボールを捕る」「上下に動いて捕る」
「短いバーにして片手でも持てるもので捕る」
などの「扱う物」や「受け取り(捕り)方」を
見直した動きの改善が見られた。
３　小中合同授業（第４・５時）
　前時の解決策の内容を学級で共有し、捕る
動きの改善の仕方について様々な視点に触れ
させた。また、単元の最後に、小学₅年生に
対して、中学生が考えた捕る動きに取り組ん

でもらい、小学生に合った捕る動きを考える
ことができたかを振り返る活動を行うことを
伝え、この時間に小学₅年生に合った捕る動
きを考えることを伝えた。まず、学級全体で
小学₅年の児童の特性を考えさせたところ、
「わんぱく」「ゲーム好き」などが挙げられ 
た 。次に、グループで目的を考えさせたと
ころ、みんなで協力しながら捕る動きを身に
付けることや判断力を高めながら捕る動きを
身に付けることなどがあった。これらの目的
に合わせて、「小学生と中学生が輪になり一
斉にボールを隣の人に投げ全員で捕る」「赤
いお手玉は右手で、白いお手玉は左手で捕る」
などの動きを考えさせた。授業の後半で、グ
ループ同士で互いの捕る動きを試させ、アド
バイスさせた。全員が参加できるように人数
を増やしたり、楽しい要素を取り入れるため
に捕ったボールの色によって異なるポイント
を付けたりなどの改善が見られた。グループ
同士で試させることで、自分たちが考えた捕
る動きのよさや改善点に気付くことができ、
小学₅年生に行わせるイメージがついた様子
だった【資料₄】。
【資料₄　グループ同士で試させ合う様子】

　単元の最後の時間は、実際に小学₅年生に
中学生が考えた捕る動きに取り組ませた。初
めに、小学生に「対象に合わせた多様な捕る
動きをつくるために」を考えてきたこと、本
時では各グループが考えた目的と捕る動きが
合っているかを確かめるという意図を伝えた。
その上で、各グループに分かれ、捕る動きに
取り組ませた。どのグループも小学生に目的
や捕る動きについて丁寧に説明できた。取組
の際にも小学生と中学生が話したり、楽しみ
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ながら体を動かしたりする姿が見られた【資
料₅】。
【資料₅　中学生と小学生がともに運動する様子】

　授業の振り返りの時間には、小学生からは
「キャッチするという運動だけでも色々な種
類のやり方があって、面白かったし楽しかっ
た」「上から赤と白のお手玉が落ちてきて、
それをキャッチするやつが一番楽しかった」
などの感想があった。中学生からは「小学₅
年生は適応が早いと思っていたので、難易度
を設定してだんだんと難しくすることで、
『慣れてつまらない』とならないようにでき
たと思う」「足腰を動かしながら楽しく行っ
てほしいと思っていたから、実際に足腰を
使って目的を果たせたと思った」などの感想
があった。自分たちで考えた目的に沿った動
きができたと実感できた生徒もいたようであ
る。さらに、単元のまとめとして「対象に合
わせた多様な捕る動きをつくるためにどのよ
うなことを考えましたか」と問い掛け、ロイ
ロノートの付箋で提出させたところ、「使う
道具の種類やどのように捕るか、捕るために
必要な動きを考え、それらを目的に合わせて
組み合わせた」などといった内容でまとめる
ことができた生徒が多かった。捕る動きをつ
くる視点を理解し、実際に捕る動きをつくる
ことができたと考える【資料₆】。

【資料₆　単元全体の板書】

Ⅳ　おわりに
　本実践では、生徒が主体となり、他者と協
働しながら動きの改善を繰り返し多様な捕る
動きをつくることで、多様な捕る動きについ
ての運動の計画を立てたり取り組んだりする
ことを楽しむ姿、つまり生徒自らで学びをデ
ザインする姿に期待し、研究を進めた。多く
の生徒が捕る動きについて、どのような動き
ができるか、何を使うとよいかなど考えなが
ら、動きを改善し、多くの捕る動きをつくり
出すことができた。これは、教師が示した動
きについて探究するのではなく、生徒が主体
となり、動きづくりそのものについて探究し
たことで、生まれた姿だと考えられる。この
ように、生徒が自らの学びをデザインするこ
とで、その場にいる友達や小学生と楽しめる
ように、動きを改善したり、条件に合った捕
る動きを選択したりすることにつながり、豊
かなスポーツライフの実現に近づくと考えら
れる。
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